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国国際際開開発発研研究究科科リリレレーー・・エエッッセセイイ２２  

「「世世界界交交通通機機関関事事情情」」  
 

岡田勇 
 
 いつも新しい国や街に到着するとわくわくする。仕事柄、世界のあちこ

ちの国に研究調査のために行ってきたが、到着直後から用事を入れること

はあまりなく、たいていは時差ボケに対応したり、生活手段を確かめたり

するために、半日～1 日くらいの準備期間を設ける。その間、携帯電話を

使えるようにしたり、食べ物や水を確保したり、面談相手について予習し

たり、家族に無事を報告したりする。そして、面談先までの移動手段の確

認や、持参し忘れたコンセント切替プラグや爪切りを入手するために街に

出てみる。 
 この初日イベントの中で大切なことの１つは、交通手段について学ぶこ

とである。今では Google Map などのアプリがローカルバスの経路や時刻

表を教えてくれるし、Uber を使えばタクシーのぼったくりに煩わされる

必要もない。けれども、どこでどうやってチケットを買えば良いのか、バ

スは時刻表通りに来るのか、そもそもどのような交通機関は存在するのか

は、地元の人に聞かないと分からない。もっとも効率の良い交通手段は、

長く住んでいる人にしか分からないものである。 
 これまでに訪れた国には実にさまざまな交通手段があった。カンボジア

のプノンペンではタクシーの後ろに荷馬車の台がついた、いわゆるトゥク

トゥクという乗り物があって、国際空港までそれで行けたりする。ボリビ

アの田舎の村を訪ねたときは、あまりに交通手段がないので、道を走って

くるものを何でも止めて（安全を確保しながら道の真ん中の方に出てブロ

ック）、行き先の近くまで連れて行ってくれないか交渉することを経験し

た。つまりヒッチハイクがデフォルトの移動手段だった。そうでもしない

と、無人の山の中で遭難するのである。その結果、じゃがいもを満載した

大きなトラックの、まさにそのじゃがいもの上に立って手すりにつかまっ
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て移動したことがある。これも、ヒッチハイク௰間、地元の࠾じさんが教

えてくれたことであった。 
 いわゆる㏵上国ではᩚ備されていない交通手段はከいが、ルールでがん

じがらめの日ᮏの交通機関より乗ᐈにフࣞンࢻリーでもある。今ではῶᑡ

しつつあるが、ペルーの㤳㒔リ࣐やその㎶りの㒔ᕷには࣑クロやコンビと

ばれるバスがあって、㐠㌿手と㐠㈤ᅇಀが、クラクシࣙンを㬆らし、

ኌをᙇり上ࡆて乗ᐈをࡧ㎸もうとする。バスはない。ṇ確にはあるけ

れどもẼにする必要がない。ルートにある道路⬥に立って手をあࡆていれ

ば、トࣚタのハイ࢚ースをᨵ㐀した乗ྜバスがᛴハンࢻルを切って近ᐤっ

てくる。㐠㈤ᅇಀはたいていࠕハビ࢚ル࣭プラࢻォ㸟ハビ࢚ル࣭プラࢻ

ォ㸟 とࠖいったようにこれから通る要道路のྡ๓をྉんで、ࠕどうだ、乗

ってみろよࠖとㄏいをかけてくる。行き先が㐪うので乗らないのに、もう

あと何ᅇかྉべばㄝᚓされて行き先をኚえるだろうとಙじているかのよ

うに、しつこくࡧ㎸みをかけてきたものである。もし᰿㈇けして、（行き

先をኚ᭦するのではなく）⮬分がᮃࡴ行き先を告ࡆると、ࠕだったら、後か

らくる㉥と㯮のやつにのれࠖといったぶ切なアࢻバイスもくれる。㝆りる

時も、バスをẼにする必要はなく、ࠕあそこのスーࣃーの๓で㝆りるでࠖ࠻

と（スペインㄒで）㐠㌿手にྉべば、1�P くらいのㄗ差で㝆ろしてくれる。

どこで㝆りるか分からなくても、バスの中でᅔっていると、࿘りの乗ᐈが

アࢻバイスをくれ、中には間㐪いもあるので㆟ㄽがまるのをᚅっている

と、㝆りるところを㐠㌿手が຺࡙いて手㓄してくれる。何ともぶ切で、┠

がぢえなくても、⪥が聞こえなくても、行き先にたどり着くようにຓけて

くれることだろう。そして㐠㈤はべらぼうに安かった。 
 ୍ᗘだけ、⮬分が乗っている࣑クロの㐠㈤ᅇಀがいなくなって、㐠㈤

ᅇಀを௦わりにやらなくてはならないというክをぢたことがある。通り

をṌいている人をࡧ㎸み、ᐈの乗り㝆りをᢕᥱし、㐠㈤をᅇし、㐺切

な㐠㈤をྲྀり立てるためにㄡがどこで乗ってどこまで行くのかをだいた

いぬえている必要があった。アࢼࣞࢻリン全㛤のハー࣡ࢻークで、バスが

どのあたりを通るのか、ルートἢいに何があるかもᢕᥱしていなければな

らない。㉳きた時、ờをࡧっしࡻりとかいていたから、それはまさにᝏክ
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だった。それでもᙼら、ᙼዪらの⤥ᩱはきっと㦫くどపいだろう。 
 ཤᖺ、コロンビアのボࢦタᕷで、トランス࢜ࢽ࣑ࣞというᕷෆ交通のᇶ

ᖿバスに乗った。シス࣒ࢸは PaQaFa のような ,& カーࢻを買って事๓に

チࣕージし、乗る時に㐠㌿手のᶓか、もしくは大きな㥐のᨵᮐでࣆッとタ

ッチして⢭⟬する仕⤌みのようだった。⚾は、在が � 日間くらいだった

ので ,& カーࢻを買わࡎに乗る手段をᶍ⣴した。大きめの㥐に行って、,&
カーࢻをⓎๆするりሙの࠾ちゃんに、どうしたら ,& カーࢻなしで乗

れるかをᑜねるとࠕコラボラールしろࠖとのこと。はて、それはどういう

ことかとᛮったら、後ろに୪んでいたዪᛶに୍ኌかけて、その㉥の人の

,& カーࢻに⚾の࠾㔠でチࣕージした後、その人についていけという。要は、

その人の ,& カーࢻに乗車 1 ᅇ分の㈝用を㏣ຍでチࣕージして、その人の

,& カーࢻで � ᗘタッチするということであった。 
 さて、行きはそれで何とかなったが、ᖐりがၥ㢟であった。ᖐりは㥐で

はなくバスだったので、りሙはない。㐣ཤにはᭀຊ事௳もከⓎしたコ

ロンビアの㤳㒔で、時刻表通りには来ないバスをᚅちながら、୍⥴にྠじ

バスから乗車してくれる人がいるという㏣ຍ᮲௳を満たすという、初日

にしては㧗難᫆ᗘのイベントであった。日もᬽれてᬯくなりつつあり、乗

りえなしでࢸ࣍ルにᡠれるバスはᮏᩘがᑡない。ようやく┠ᙜてのバス

がきて、ⱝい学生㢼の人が乗り㎸もうとする時に、その人にࠕコラボラー

ルしてくれまࡏんかࠖと物ஒいのように᧿りᐤって᠓㢪するというコント

を₇じた。ところが、その人はⱞをჶみ₽した㢦でࠕいえ、できまࡏんࠖ

という。こうなっては後が無いので、㐠㌿手と交渉である。� 日しか在

しないから ,& カーࢻを買えまࡏんという⚾ⓗ事をㄝ᫂しつつ、௦替手

段が無いかをᑜねてみた。生きṧりをかけて、切⩚ワまっていた。すると

㐠㌿手は、車ෆᨺ㏦のスイッチを入れ、ࠕᅔっている人がいまーす とࠖ乗ᐈ

にኌをかけた。1 人のዪᛶがバスの後ろの方からやってきて、⮬分の ,& カ

ーࢻでࣆッとᨭᡶいを῭まࡏると、何食わࡠ㢦で⮬分のᖍにᡠっていた。

⚾の乗車分とᛮわれる⣬ᖯをΏそうとしてもࠕഹかだからいらないよࠖと

いう。結ᒁ、ཷけྲྀってくれなかった。あとで人に話したところ、実際

に㐠㈤はపいし、እ国人にはⓙがぶ切なഴྥにあるそうだ。それでも、こ
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の街について良い༳㇟を持った。 
 ༡⡿だからか、㏵上国だからか、人ࠎはとてもඃしい。シス࣒ࢸがあま

り౽で無いため、࠾いにὀពし、ຓけྜうことがᙜたり๓かもしれな

い。時刻表通りに来ることはወ㊧なので、バスではの᪑行⪅と✚ᴟⓗ

に話して、そもそも今日はᮏᙜにバスが来るのかどうかを確かめること

もよくある。♫交は生きᢤく⾡である。日ᮏのシス࣒ࢸとẚべると、いろ

いろと⪃えさࡏられる。日ᮏにᡠると、道を行く人ࠎにᛴにኌをかけ࡙ら

くなる。௨๓、ஂしぶりに༡⡿からᖐ国した際、日ᮏの空港からのリ࣒ジ

ンバスに乗る๓に時刻表通りに㐠行されているか、࿘りにいる人にᑜねた

くなった。もしᑜねたら、ᑡしゲな㢦をされて、ᑂ⪅ᢅいされたかも

しれない。その後バスの㐠㌿手さんに、ࠕ␃ᡤの㏵中で㝆ろしてもらえる

と୍␒⮬Ꮿから近いので、୍▐だけ車してもらえまࡏんかࠖと࠾㢪いし

たところ、そういったことはできまࡏんとすࡆもなく᩿られた。そんな要

ᮃに応えていれば、時刻表通りの㐠行は難しいだろうし、㈐௵ၥ㢟もある

だろう。どことなくᐢしくឤじた。 
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こ
の
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
が

教
育
発
達
科
学
研
究
科
に
回
っ

て
き
た
一
回
目
に
、
石
井
拓
児

先
生
が
「
子
ど
も
の
権
利
と
尊

厳
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
今
回
は
そ
れ
を
受
け
て
、

「
教
育
福
祉
と
教
育
権
保
障
」

を
め
ぐ
っ
て
、社
会
教
育
・
生
涯

学
習
の
立
場
か
ら
考
え
て
き
た

こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。�

�

「
教
育
福
祉
」と
は
教
育
と
福

祉
が
連
携
し
て
す
べ
て
の
子
ど

も
・
若
者
の
幸
せ
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
教
育
は
子
ど

も
の
生
活
が
安
定
し
て
い
る
こ

と
を
前
提
に
家
庭
学
習
を
求
め
、

福
祉
は
子
ど
も
の
進
学
に
つ
い

て
制
限
を
設
け
て
き
た
。
そ
の

た
め
に
、貧
困
や
障
害
、差
別
と

い
っ
た
課
題
を
か
か
え
て
い
る

子
ど
も
の
教
育
権
が
十
分
に
保

障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。�

そ
の
一
方
で
、
特
別
な
困
難

を
か
か
え
て
い
な
い
子
ど
も
も

将
来
の
安
定
し
た
生
活
の
た
め

に
、
競
争
主
義
的
な
教
育
に
巻

き
込
ま
れ
て
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
阻
ま
れ
て
き
た
。

困
難
を
か
か
え
た
子
ど
も
の
教

育
権
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
教

育
福
祉
は
、
こ
の
よ
う
な
主
流

の
教
育
観
を
相
対
化
す
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。�

�

教
育
福
祉
を
本
格
的
に
提
唱

し
た
の
は
私
の
恩
師
の
小
川
利

夫
先
生
で
あ
る
。
小
川
先
生
は

若
い
頃
名
古
屋
大
学
に
助
手
と

し
て
在
籍
し
た
後
、
東
京
の
日

本
社
会
事
業
大
学
に
転
出
し
、

再
び
名
古
屋
大
学
の
教
員
と
な

っ
て
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
社
会
福
祉

学
部
に
勤
め
た
こ
と
か
ら
、
都

市
の
貧
困
地
帯
や
漁
村
の
貧
困

問
題
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、

中
卒
で
集
団
就
職
し
た
若
者
の

自
己
形
成
と
勤
労
青
年
教
育
に

関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
。ま
た
、名

古
屋
で
は
児
童
養
護
施
設
で
暮

ら
す
子
ど
も
の
高
校
進
学
率
が

低
い
こ
と
を
改
善
す
る
運
動
に

施
設
職
員
と
と
も
に
取
り
組
み
、

進
路
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
教

職
員
組
合
と
も
か
か
わ
り
を
も

た
れ
た
。�

�
�

�

＊�

こ
の
よ
う
に
、
教
育
福
祉
は

高
校
進
学
に
象
徴
的
に
あ
ら
わ

れ
る
子
ど
も
・
若
者
の
教
育
権

の
問
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
支
援
の
実
践
や
改
善
を
求

め
る
運
動
は
、
労
働
組
合
や
職

能
団
体
が
担
っ
て
き
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
高
校
進
学
率
は
上

昇
し
て
教
育
権
が
保
障
さ
れ
た

よ
う
に
思
わ
れ
、
残
さ
れ
た
課

題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
組
合
の
活
動
は
衰
退
し
、

子
ど
も
に
か
か
わ
る
職
員
が
自

主
的
な
学
習
会
に
取
り
組
む
こ

と
も
少
な
く
な
っ
た
。ま
た
、行

政
改
革
や
自
治
体
改
革
に
よ
っ

て
、
公
務
労
働
者
の
削
減
や
頻

繁
な
異
動
が
行
わ
れ
、
職
員
が

専
門
性
を
形
成
し
て
状
況
を
改

善
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
。そ
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
競
争
の
中
で
生
き
残
る
こ

と
が
日
本
社
会
の
課
題
と
さ
れ
、

雇
用
の
流
動
化
が
す
す
み
、
人

び
と
の
間
に
格
差
と
分
断
が
起

き
て
い
る
。�

�

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
は
教

育
福
祉
と
教
育
権
保
障
を
ど
こ

に
依
拠
し
て
す
す
め
れ
ば
い
い

の
か
を
考
え
、
地
域
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
実
践
か
ら
示
唆
を

え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
か
か

わ
わ
る
研
究
か
ら
学
び
、
次
の

三
つ
の
こ
と
を
考
え
て
き
た
。�

�

一
つ
は
、
経
済
や
働
き
方
を

多
元
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大

学
院
生
の
時
に
内
発
的
発
展
論

と
い
う
考
え
方
を
知
り
、
鹿
児

島
や
高
知
の
大
学
に
勤
め
た
時

に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
を
研

究
し
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
。

ま
た
、
東
京
の
大
学
に
勤
め
て

い
た
時
に
、
若
者
支
援
の
取
り

組
み
の
中
で
、
安
心
で
き
る
居

場
所
か
ら
社
会
参
加
に
す
す
む

た
め
に
、
競
争
主
義
的
で
は
な

教教
育育
発発
達達
科科
学学
研研
究究
科科
リリ
レレ
ーー
・・
エエ
ッッ
セセ
イイ
２２��

生生
涯涯
学学
習習
かか
らら
教教
育育
福福
祉祉
とと
教教
育育
権権
保保
障障
をを
考考
ええ
るる��

辻�
�

浩�
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い「
も
う
一
つ
の
働
き
方
」が
ච

གྷ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
地

域
内
経
済
循
環
に
か
か
わ
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
た
。�

್
つ
は
、
課
題
に
ਇ
ݍ
に


き
合
う
人
の
Ϗ
ϭ
ー
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
か
つ
て
組
৭
労
働

者
が
担
っ
た

主
的
な
社
会
を

つ
く
る
ྙ
は
、
今
は

実
な
課

題
を
か
か
え
た
当
事
者
組
৭
に

あ
る
の
で
は
な
い
ͫ
Θ
う
か
。

困
難
を
か
か
え
た
人
た
ͬ
は
、

か
つ
て
は
社
会
に

か
っ
て
主


す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
、

今
日
で
は

を
あ
͝
、
そ
れ
は

高
い
ઈ
ಚ
ྙ
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ڢ
ಋ
組
合
や
̥
̧
̦
に

も
、
自
分
た
ͬ
の
思
い
を

事

に
し
て
そ
れ
を
ग
り
発
展
さ
せ

て
い
く
ྙ
ک
さ
を
״
ͣ
て
き
た
。�

三
つ
は
、
公
務
労
働
者
の
エ

ϋ
ル
ά
ー
は
ど
の
よ
う
に
生
ま

れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
で
「
े

と
行

政
の
ڢ
働
」
が
唱
え
ら
れ
て
い

る
が
ݳ、
実
に
は
、行
政
が
े


を
動
員
し
よ
う
と
し
、
े

が

行
政
を
൹

す
る
ѳ
循
環
が
起

き
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
े

の
自
༟
な


し
合
い
と
学
習
か
ら
ݡ
え
て

き
た
こ
と
を
公
務
労
働
者
の
ྙ

で
実
ݳ
Ն
能
な
も
の
に
し
、
そ

こ
か
ら
次
の
こ
と
を
े

が
考

え
公
務
労
働
者
が
実
ݳ
Ն
能
な

も
の
に
す
る
と
い
う
循
環
の
中

で
、
公
務
労
働
者
が
い
い

事

を
し
て
い
る
実
״
を
も
て
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
ච
གྷ
で
あ
る
。�

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
活

༄
す
る
人
ࡒ
も
ච
གྷ
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
と
は
ҩ
う
地
域
経
済

や
働
き
方
を

め
る
こ
と
で
、

困
難
を
か
か
え
た
人
も
社
会
に

参
加
し
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
な
い
か
。

実
な
課
題

を
か
か
え
る
当
事
者
や
ྒྷ
心
的

な

事
を
展

し
て
い
る
ڢ
ಋ

組
合
・
̥
̧
̦
の
発
ݶ
ྙ
を
高

め
る
こ
と
で
、

論
を
つ
く
っ

て
い
け
な
い
か
。そ
し
て
、こ
の

こ
と
を
受
け
と
め
る
中
で
、
公

務
労
働
者
が
エ
ϱ
Ϗ
ϭ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
組
৭
労

働
者
の
社
会
運
動
の
ྙ
が
低
Ծ

す
る
中
で
、
教
育
福
祉
と
教
育

権
保
障
を
こ
の
よ
う
に
す
す
め

る
こ
と
を
考
え
て
き
た
。�

�
�

�

＊�

こ
の
よ
う
な
私
の
考
え
は
、

進
学
問
題
は
教
育
福
祉
と
教
育

権
保
障
の
一
つ
の
課
題
で
は
あ

る
が
、
そ
こ
に

点
化
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
と
こ

Θ
が
࠹、
ۛ
、障
害
の
あ
る
人
の

進
学
問
題
を
ਜ਼

か
ら
取
り
上

͝
て
教
育
権
保
障
を
め
͡
す
取

り
組
み
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
、

高
校
や
大
学
に
特
別
な
ཀྵ
༟
で

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
専
ߊ

科
」を
設

し
て
、್
ʕ
ࡂ
ま
で

学
べ
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
特
別
支
援
学
校
で
の

専
ߊ
科
の
設

は
私
立
や
ໃ


Ն
の
学
校
が
中
心
で
਼
も
少
な

い
が
、ۛ
年
、福
祉
事
業
所
の
生

活
ղ
護
を
「
福
祉
事
業
所
ܗ
専

ߊ
科
」
と
স
し
て
、
学
習
・
ช
化

活
動
を
中
心
に
し
た
取
り
組
み

に
す
る
こ
と
が
߁
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、ໃ

Ն
で
は
あ
る
が
、発

達
・
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
の
સ
日
制
࢝
年
制
の
大
学
も

ஂ
生
し
て
い
る
。�

こ
の
よ
う
な
進
学
問
題
を
在

学
期
間
の
Ԉ
長
と
い
う
か
た
ͬ

で
取
り
組
む
教
育
権
保
障
の
動

き
が
あ
る
こ
と
に
ڽ
い
て
い
た

と
こ
Θ
、
こ
れ
ま
で
大
学
に
進

学
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た


ְ
障
害
や
ࢻ
ְ
障
害
の
あ
る
人
、

॑
度
の
ਐ
体
障
害
の
あ
る
人
を

中
心
に
受
け

れ
る
Ψ
ϱ
ϧ
イ

ϱ
の
バ
リ
Π
ϓ
リ
ー
な
大
学
を

つ
く
る
こ
と

の
参
加
を
依
བ

さ
れ
た
。
こ
の
大
学
の
設

が


Ն
さ
れ
た
ら
、
い
よ
い
よ
障

害
の
あ
る
人
を
中
心
に
し
た
ਜ਼

و
の
大
学
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。�

ࢻ

を
߁
͝
て
教
育
福
祉
と

教
育
権
保
障
を
考
え
て
き
た
私

が
、
在
学
期
間
Ԉ
長
に

点
化

し
た
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
ڽ
い
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ԡ

し
な

が
ら
、
教
育
福
祉
と
教
育
権
保

障
に
か
か
わ
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。�
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生協職員紹介 第38回 南部地区専務補佐
犬飼 文崇

名大グッズ紹介 第38回
名名大大ちちょょううちちんんママググネネッットト

税込490円

■自己紹介
愛知県稲沢市出身。
愛知県内の大学を卒業後、2005年4月に名
古屋大学生協へ入協し現在18年目。南部地
区の専務補佐をしております犬飼です。
北部書籍1年→ブックスフロンテ2年→北部購
買13年→南部地区2年目です。入協から名古
屋大学でお世話になっております。

■どんな仕事を？
現在は専務補佐という立場で、主に南部地区
の販売系を中心にマネジメントをしています。
また、新学期の教材や講座等、新入生が不安
無く4年間をスタートできるよう、学生スタッ
フとも協力しながら取り組んでいます。
北部購買の時は、研究室訪問が主な業務でし
たので、私の顔をご存じの方がいると嬉しい
です。

■趣味・休日の過ごし方
旅が好きで、車やバイクでいつもどこかに行っ
ています。昨年日本3週を達成し、4週目に突
入。旅のルールはコンビニ禁止！その土地の
ローカルスーパーや道の駅を活用しながら楽
しんでいます。高速もほとんど使いません。
フェリーは使います。楽しいですよ(笑)

■読者の皆さんへひとこと
大学教職員/学生のみなさんのキャンパスライ
フで、大学生協があって良かったと思ってい
いただけるよう、に寄り添いながら日々の業
務に取り組んで行きたいと思います。我々の
発信不足もありますが、生協って思いのほか
色々なことができます。
ぜひ、お近くの生協職員へお声がけください。

〇南部購買 
⼤学内線:7549 外線:052-781-1112 
※営業時間については⽣協ホームページ
にて ご確認ください。
h-ps://www.nucoop.jp/ 

⼿のひらサイズで提灯の後ろ側にマグネットが
付いています。外国への⼿⼟産、お⼟産にいか
がでしょうか。

-  8 -

      

★
︵
前
々
号
の
感
想
︶
詰
将
棋
カ
ン
タ
ン

で
し
た
︒︻
ム
ラ
タ
ツ
︼ 

︵
編
２
︶今
回
は
漢
字
ク
イ
ズ
を
掲
載
し

ま
し
た
が
︑今
後
も
不
定
期
で
詰
め
将
棋

を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒ 

★
研
究
の
合
間
の
休
憩
時
間
で
解
く
こ

と
に
し
て
い
る
の
で
す
が
︑な
か
な
か
①

が
解
け
ず
︑そ
の
後
の
研
究
中
も
謎
解
き

に
頭
を
持
�
て
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

�
！
で
も
と
�
て
も
楽
し
い
�
！ 

︻
が
ん
ば
ろ
�
キ
テ
�
︼ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
解
い

て
い
る
と
き
の
熱
中
し
た
様
⼦
が
お
便

り
か
ら
感
じ
ら
れ
︑こ
ち
ら
も
か
け
は
し

編
集
の
楽
し
み
に
な
�
て
い
ま
す
！ 

★
﹁
⼦
ど
も
の
権
利
と
尊
厳
に
つ
い
て
﹂

と
い
う
テ
�
マ
に
興
味
を
持
�
た
の
で

拝
読
し
ま
し
た
︒⼦
ど
も
の
権
利
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
場
合
に
救
済
す
る
制
度
が

じ
�
う
ぶ
ん
で
な
い
と
い
う
点
に
共
感

し
ま
し
た
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶新
連
載
に
さ
�
そ
く
反
響
が
あ
�

て
嬉
し
い
で
す
︒今
後
と
も
ご
愛
読
く
だ

さ
い
︒ 

★
応
募
フ
�
�
ム
に
﹁
詰
将
棋
の
答
え
﹂

と
な
�
て
い
ま
す
が
ク
イ
ズ
の
回
答
を

⼊
⼒
し
て
よ
ろ
し
か
�
た
で
し
�
う
か
︒ 

︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
不
⼿
際
で
︑
回
答
欄
の
更
新
が
で

き
て
お
ら
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

★
い
つ
も
ネ
コ
の
記
事
を
楽
し
く
読
ん

で
お
り
ま
す
︒新
た
な
記
事
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
︒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
ネ
コ

様
は
毎
⽇
何
か
ネ
タ
を
与
え
て
く
だ
さ

る
の
で
き
�
と
⼤
丈
夫
で
す
︒ 

★
防
災
に
関
す
る
エ
�
セ
イ
が
︑年
始
の

⼤
地
震
の
ニ
�
�
ス
と
も
相
ま
�
て
︑⼼

に
響
い
た
︒︻
ご
ん
ご
ふ
︼ 

︵
編
︶実
は
執
筆
者
の
⽅
か
ら
は
７
⽉
に

い
た
だ
い
た
原
稿
で
し
た
︒私
の
不
⼿
際

で
９
⽉
ま
で
そ
の
こ
と
に
気
が
付
か
ず
︑

結
局
前
号
の
掲
載
と
な
�
た
の
で
す
が
︑

ま
さ
か
こ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
る
と

は
思
�
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
︒ 

 
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
︑能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
⾒
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
︒ 

★
紙
⾯
の
う
ち
猫
関
係
の
記
事
の
割
合

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
︵
い
い
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
︶︒ 

︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
今
後

も
か
け
は
し
を
開
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
誌
⾯
作
り
に
励
み
ま
す
︒ 

★
な
ご
ね
こ
だ
よ
り
が
ほ
�
こ
り
し
た
︒ 

猫
好
き
な
の
で
か
わ
い
ら
し
い
猫
が
⾒

ら
れ
る
と
う
れ
し
い
︒名
古
屋
⼤
の
中
で

も
⾝
近
に
そ
ん
な
サ
�
ク
ル
が
あ
る
の

だ
と
知
�
た
︒︻
ま
つ
か
︼ 

︵
編
︶ま
つ
か
さ
ん
に
存
在
を
知
�
て
い

た
だ
け
た
こ
と
が
な
ご
ね
こ
便
り
掲
載

の
成
果
で
す
︒今
後
と
も
な
ご
ね
こ
と
か

け
は
し
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
︒ 

★
﹁
な
ご
ね
こ
便
り
﹂
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
︒サ
ビ
ち
�
ん
に
安
住
の

地
が
⾒
つ
か
り
ま
す
よ
う
に
︒ 

︻
ぺ
⼦
ち
�
ん
︼ 

︵
編
︶サ
ビ
ち
�
ん
未
だ
⾏
き
先
決
ま
ら

な
い
ん
で
す…

…

ど
な
た
か
お
ら
れ
ま

し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
︒ 

★
前
号
の
解
答
欄
が
な
い
の
で
︑
答
え

｢

学
⾷｣

は
こ
こ
に
書
き
ま
す
︒漢
字
の
ク

イ
ズ
を
帰
宅
し
て
解
い
て
い
た
ら
︑中
学

⽣
の
娘
が
横
か
ら
覗
い
て
来
て｢

な
ん
じ

�
こ
り
�
！
難
し
い
ね
︑
意
外
と｣

と
⾔

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒簡
単
な
⽂
字
ば

か
り
あ
る
の
に
︑こ
ん
な
組
合
せ
は
な
い

は
ず
と
︑数
学
の
勉
強
の
⾯
倒
を
⾒
な
が

ら
︑
突
然
ふ
と
思
い
付
き
ま
し
た
︒
さ
す

が
名
⼤
︒
頭
の
体
操
に
な
り
ま
し
た
︒ 

︻
タ
�
チ
�
︼ 

︵
編
︶親
⼦
で
ク
イ
ズ
に
熱
中
し
て
い
た

だ
い
た
様
⼦
が
う
か
が
え
︑私
た
ち
も
出

題
し
た
甲
斐
が
あ
�
た
と
感
じ
て
い
ま

す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

★
ネ
コ
の
写
真
が
た
く
さ
ん
で
癒
や
さ

れ
ま
し
た
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
２
︶楽
し
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
︒私
も
癒
や
さ
れ
ま
す
！ 

★
今
⽉
号
は
猫
の
話
が
多
く
て
嬉
し
か

�
た
で
す
︒う
ち
で
も
猫
を
⼆
匹
飼
�
て

い
る
の
で
災
害
が
起
き
た
ら
家
族
で
分

担
し
て
運
ぼ
う
と
話
は
し
ま
す
が
︑い
ざ

⽕
事
に
な
�
た
り
し
た
ら
気
が
動
転
し

て
ス
マ
ホ
は
忘
れ
る
だ
ろ
う
な
︒︒︒と
思

い
ま
し
た
︒
ま
た
︑
亡
く
な
�
た
猫
が
ス

マ
ホ
等
で
﹁
ペ
�
ト
の
お
友
達
﹂
と
写
真

が
編
集
さ
れ
て
表
⽰
さ
れ
る
と
し
ん
み

り
し
た
気
持
ち
に
な
る
の
も
共
感
し
ま

し
た
︒︻
花
中
島
マ
サ
ル
︼ 

︵
編
２
︶
前
号
に
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
災

害
が
起
き
た
時
の
備
え
︑物
質
的
な
備
え

だ
け
で
な
く
⼼
の
備
え
も
必
要
で
す
ね
︒ 

★
開
発
援
助
に
つ
い
て
と
て
も
分
か
り

易
く
︑
勉
強
に
な
り
ま
し
た
︒
⾃
分
な
り

の
考
え
を
持
つ
こ
と
も
で
き
た
気
が
し

ま
す
︒︻
⽬
よ
り
上
の
ハ
チ
ワ
レ
︼ 

★
同
僚
の
記
事
で
す
が
︑開
発
援
助
は
ど

こ
へ
⾏
く
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
︒ 
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︻
M
^
︼ 

︵
編
２
︶開
発
援
助
に
関
す
る
記
事
を
お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
︒皆
様
の
考
え
を
お
 
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
ら
︑筆
者
の
⽅
に
Ļ
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
︒ 

  

★
新
し
い
⽣

に
⾏
�
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
#
4
⾏
�
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
Ò

ŗ
の
Ơ
に
は
カ
レ
�
の
テ
イ
ク
I
K
ト

も
あ
り
ま
す
よ
︒ 

★
⽣

の
M
ス
ス
q
q
ニ
�
�
を
教
え

て
ほ
し
い
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

★
学
⾷
の
お
す
す
め
レ
U
g�

簡
単
に
作

れ
る
も
の�

︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶
お
す
す
め
q
ニ
�
�
コ
�
a
�
︑

×
ƌ
し
ま
す
！ 

★
�
Ě
要
ŷ
で
す
︒ 

﹁
か
け
は
し
﹂が
ŋ
く
時
と
ŋ
か
な
い
時

が
あ
り
ま
す
︒ 

猫
の
話
題
{
外
に
も
気
楽
に
読
め
る
ペ

�
V
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
︒

�

猫
ば
か
り
で
お
ũ
い
�
3
い� 

横
書
き
だ
�
た
り
ú
書
き
だ
�
た
り
︑フ

�
ン
ト
も
書
î
も
e
ラ
e
ラ
で
誌
⾯
が

⾒
に
く
い
で
す
︒︻
匿
名
︼ 

︵
編
︶﹁
か
け
は
し
﹂
は
Ã
在
年
	
回
の

発
⾏
と
な
�
て
お
り
ま
し
て
︑発
⾏
さ
れ

な
い
⽉
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
Ɨ
ÿ
く

だ
さ
い
︒ 

 
Ō
Ɗ
に
つ
き
ま
し
て
︑前
号
は
ň
に
猫

だ
ら
け
に
な
�
て
し
ま
い
ま
し
た
︒Ã
在

の
体
制
で
は
﹁
発
⾏
す
る
こ
と
﹂
を
Ö
Ɔ

先
と
考
え
て
お
り
︑記
事
の
Ō
Ɗ
の
e
ラ

ン
ス
や
フ
�
ン
ト
の
Ń
�
ま
で
は
ご
Ɗ

ó
く
だ
さ
い
︒ 

 
も
し
ご
Ɠ
の
皆
様
の
中
で
︑フ
�
ン
ト

の
Ń
�
や
Ō
Ɗ
の
e
ラ
ン
ス
の
ĵ
ĕ
を

﹁
や
�
て
み
た
い
﹂と
い
う
⽅
い
ら
�
し

�
い
ま
し
た
ら
︑#
4
編
集
ŧ
に
�
わ
�

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
� 

 
�
Ż
の
�

コ
�
`
の
ク
イ
ズ
回
答

Ġ
Ĉ
コ
�
a
�
か
ら
ご
連
Ƒ
を
お
ま
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
︒ 

★
事
ž
ą
�
が
Þ
事
の
や
り
が
い
を
É

る
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
み
た
い
で
す
︒ 

︻
ご
ん
ご
ふ
︼ 

︵
編
︶ƙ
い
で
す
ね
！
 

Į
か
原
稿
を
書

い
て
く
れ
る
⽅
の
⼼
ŀ
た
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
�
 

私
の
⽅
で
も
記
事
を
書
い

て
く
だ
さ
る
⽅
を
ı
し
て
み
ま
す
︒ 

★
i
�
ク
ス
フ
v
ン
テ
の
�
³
時
間
が

å
À
的
に
ć
ば
し
て
い
た
だ
け
て
い
て
︑

と
て
も
利
ƌ
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
︒ 

研
究
に
必
要
な
書
ė
も
︑Å
đ
的
な
÷
味

の
Ź
も
ŗ
い
ª
め
や
す
く
な
�
た
の
で

助
か
�
て
い
ま
す
︒︻
ま
つ
か
︼ 

︵
編
︶そ
の
お
⾔
ƍ
は
嬉
し
い
！
！
 

Ì

夫
が
Į
か
の
ƃ
に
ƕ
つ
の
は
︑私
が
し
た

Ì
夫
で
は
な
い
も
の
の
な
ん
だ
か
嬉
し

い
で
す
︒ 

★
�
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑Ţ
気

で
休
ą
し
て
い
る
間
に
⽣

の
I
j
s

が
で
き
て
い
て
²
き
ま
し
た
︒年
Ō
に
⼿

ģ
き
を
し
な
い
と
m
イ
ン
ト
~
⾏
が
で

き
な
く
な
る
ら
し
い
︑と
た
ま
た
ま
ĸ
頭

で
Ů
い
た
同
僚
の
⽅
が
教
え
て
く
れ
て
︑

⾃
宅
か
ら
な
ん
と
か
P
s
P
s
に
ネ
�

ト
で
登
ƞ
で
き
て
助
か
り
ま
し
た
︒あ
の

時
は
Ā
り
ま
し
た
︒︻
ぺ
⼦
ち
�
ん
︼ 

︵
編
︶体
ĵ
は
回
Ũ
さ
れ
ま
し
た
か
�
q

イ
カ
I
j
s
の
登
ƞ
も
�
り
�
り
間
に

合
�
た
よ
う
で
安
⼼
し
ま
し
た
︒あ
れ
難

し
か
�
た
で
す
よ
ね
� 

★
書
ė
�
	
�
M
フ
は
あ
り
が
た
い
の

で
す
が
Ə
し
い
Ź
が
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
︑そ
の
⽇
に
â
Ū
え
ば
�
	
�
M
フ

に
な
る
と
助
か
り
ま
す
︒ 

︻
花
中
島
マ
サ
ル
︼ 

︵
編
︶た
い
へ
ん
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
︑

書
ė
�
	
�
M
フ
の
⽇
は
在
Ç
の
み
が

Ĩ
ā
と
な
�
て
お
り
ま
す
︒今
後
割
�
Ĩ

ā
が
ů
更
と
な
る
場
合
は
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
︒ 

★
今
号
も
ネ
コ
た
ち
へ
の
思
い
が
詰
ま

�
た
記
事
が
多
く
︑
ƛ
が
出
ま
し
た
︒ 

︻
⽬
よ
り
上
の
ハ
チ
ワ
レ
︼ 

︵
編
２
︶記
事
を
読
ん
で
ƛ
を
Ɩ
し
て
く

だ
さ
る
な
ん
て
ƈ
り
難
い
で
す
︒ 

 

 

読
者
の
皆
様
か
ら
の
﹁
か
け
は

し
﹂
へ
の
ご
感
想
な
ら
び
に
⽣
協
に

対
す
る
ご
意
⾒
沢
⼭
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒ 

今
回
は
巻
末
に
漢
字
ク
イ
ズ
を
ご

⽤
意
い
た
し
ま
し
た
︒
解
け
た
⽅
も

解
け
な
か
�
た
⽅
も
︑
巻
末
の
ク
イ

ズ
の
ペ
�
ジ
左
上
に
付
い
て
い
る
Ｑ

Ｒ
コ
�
ド
か
ら
ご
意
⾒
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
︒ 

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
場

合
は
﹁
か
け
は
し
 

ク
イ
ズ
回
答
﹂

の
キ
�
ワ
�
ド
で
検
索
し
て
い
た
だ

け
ま
す
と
ク
イ
ズ
応
募
フ
�
�
ム
の

ペ
�
ジ
に
⾏
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒ 

ご
応
募
の
際
︑﹁
か
け
は
し
﹂
の
感

想
︑
⽣
協
へ
の
ご
意
⾒
な
ど
︑
な
ん

で
も
結
構
で
す
の
で
お
書
き
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
�
て
い
ま
す
︒ 
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Ｎ ｏ . ３ ６ ６
２ ０ ２ ４ 年 ３ ・ ４ 月 号

今回も漢字クイズをご用意しました。
以下のクイズが解けたら、左上のQRコードからご応募ください。
パソコンからご応募の方は
http://kyoshoku.coop.nagoya-u.ac.jp/kakehashi/answer.html
もしくは「かけはし クイズ回答」のキーワードで検索すると上記ページにアクセスでき
ますのでご応募ください。
クイズの解けなかった方はご意見ご感想だけでも結構です。
お待ちしています！
（なお、今回から賞品を図書カードから「生協電子マネー（Meica）500円分」に変更
させていただきます。）

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

３
６
5
号
の
正
解
者

応
募
総
数

1
５
名

正
解
者
数

1
５
名

当
選
者
�
敬
称
略
�

吉
原

嘉
子
�
未
来
材
料
・
シ
ス
テ
ム
研
究
所
�

森

彰
吾
�
学
際
統
合
物
質
科
学
研
究
機
構
�

松
川

遥
�
理
学
研
究
科
�

山
川

藍
�
総
務
課
図
書
係
�

山
形

英
郎
�
国
際
開
発
研
究
科
�

当当
選選
者者
のの
方方
はは
はは
おお
手手
数数
でで
すす
がが
��
東東

山山
地地
区区
��
北北
部部
生生
協協
組組
合合
員員
ココ
��
ナナ
��
��
��

鶴鶴
舞舞
地地
区区
��
医医
学学
部部
書書
籍籍
��
��
大大
幸幸
地地
区区

��
大大
幸幸
購購
買買
��
まま
でで
図図
書書
カカ
��
ドド
をを
受受
けけ

取取
りり
にに
おお
越越
しし
くく
だだ
ささ
いい
��

申申
しし
訳訳
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
��
営営
業業
時時
間間
中中
にに

おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
��

応応

募募

要要

項項

○
締
切
は
３
⽉
３
１
⽇

︵
正
解
発
表
は
３
６
７
号
︶

○
応
募
は
左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
�
ド
か
ら

○
ク
イ
ズ
正
解
者
・
ご
意
⾒
や
ご
感

想
の
記
⼊
者
︵
い
ず
れ
も
⽣
協
加

⼊
者

但
し
︑
当
選
後
の
ご
加
⼊

も
可
︶
の
中
か
ら
︑
抽
選
で
５
名

の
⽅
に
⽣
協
電
⼦
マ
ネ
�
５
０
０

円
分
を
お
贈
り
し
ま
す
︒

○
⽣
協
へ
の
ご
意
⾒
・
ご
要
望
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︒

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

365号の解答： 学食

中央の①と②に漢字を⼊れて、⽮印の⽅向に読んで⼆字熟語をそれぞ
れ４つずつ作ろう。さらに、その①と②とを並べて⼆字熟語を完成さ
せよう。それがクイズの答えです。（ヒント：３⽉３⽇は…）

答え：①②

季 俳
↓ ↓

関→①→約 ⽂→②→点
↓ ↓
制 会


